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太 宰春臺 『倭 讀要領 』の 「發音法」 と

　　　　　　　　　　　　　　　『文選音決 』 の 音注

狩 　野 　充 　徳

一
　 は じめ に

　太宰春 臺 （一 六 八 〇 〜
一

七 四 七 ）撰 『倭 讀 要領 』 （昭和 五 十 四 年 、
「勉誠

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ct．1

社 文庫 66 」 の 影 印本 に 依 る ） の 巻 下 「發 音法」 （二 百 三 十 五 頁 ） の 音 注 記

事 は 、 中 国古典 を研 究す る者 に と っ て の 必 須 の 知 識 で あ り 、 初学者 に も分 か

り易 い 。 さす が に 江 戸 時代 中期 当 時 の
一

流 の 儒学 者 の 手 に 成 る だ け の 著作 で

あ る と評価 で き よ う。 中国 古典 学に 従事す る者 に と っ て 、 漢 字 の 多音 多義 の

用 法 を し っ か りと把握 して お くこ とは 、 中 国古典籍 を正 確 に 読解す る 上 で 極

め て 重 要 な こ とで あ る 。 春臺 は 以 下 に 述 べ る 「發 音法 」 の 最後 で 、
「初學 ノ

士 ハ
、

必 點 發 ヲ 習 フ ベ シ
。 是緊要 ノ 事 ナ リ」 とい っ て い る

。

　 そ もそ も 中国 古 典 の 注 釈 と して 、通 常 義 注 は誰 し も真剣 に 読む の で あ るが 、

音 注 は や や もすれ ば 、 た だ そ の 字 の 音 を 示 した に過 ぎ な い と して 、 通 り
一 遍

に しか 扱わ れ ない
、 軽 い 扱い しか 受 け な い こ と も多い

。
し か し

、 そ れ が 実 は

そ の 背 後に あ る 、 表 に は 直接 に は 現 れ て い な い 義 と密接 に結 び つ い て 、 正 文

解釈上
、 義 注 に も な る 場 合 も少 な くな い の で あ る。

「音 義 」 と呼 ば れ る所 以

で あ る 。 こ の 拙稿 で は 、 先 ず 『倭 讀 要領』巻 下 「發音法 」 の い うと こ ろ を 説

明 す る 。 次 に そ の よ うな 例 を 『文 選 音決 』に 求 め て 考 察 し、そ れ に よ っ て 『文
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

選 音決』 の 音 注 が 義注 を兼ね て お り 、 『文選 集注』 に 引 く李 善 注 ・ 鈔 ・ 五 臣

注 ・陸善 経注 とい っ た 諸 注 と同 じ よ うな義注 と し て 有用 で あ る こ とを証 明 し

た い
。

　 以 下 、 『倭 讀要 領』 「發音 法 」 の 要 点 を読 者 が 理 解 し 易 い よ うに 、 や や く

ど く説 明す る こ と に な る が 、ま と め て み る。原 文 を全 文 こ こ に 打 ち 出 した り 、

勉 誠 社 文 庫 影 印本 を こ こ に 表 示 した りは し な い の で 、 読者 に は 理 解 しに く い

所が あ るか も知 れ な い が 、 必 要最小 限 の 引用 は す る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ ヱ

1 ． 發音 法 ： 「發 音 」 と は 「音 」 を 「發す る」 こ と で あ る 。

　　　　　 「發 」 とは 「點 發」 で あ る 。

　 　 　 　 　 「點 發 」 （點 し て 發 す ） と は 「四 聲 を點 ず る こ と」 で あ る 。
つ
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ま り 、 四 声 を点 じて ［読む べ き］そ の 音 を発 す る 、 そ の 音 に 読

む こ と で あ る 。

「圏發」 （圏 して 發 す ） と もい う。
つ ま り、 圏 点 を附 け て ［四 声

を ］点 じて ［読む べ き］そ の 音 を発 す る 、 そ の 音に 読 む こ と で あ

る 。 そ の 位置 は左 下 の 平声 か ら始 ま っ て 時 計 回 りに 行 き 、 右
　 　 　 　 　 　 　 　

下 の 入 声 で 終 わ る 。

　以 上 を再 度説明 し直せ ば 、 「發 音」 とは 「音 」 を 「發 す る」 こ とで あ る 。

つ ま り 、
「音 」 を 「點 發 す る」 こ とで あ る 。

「發 音法」 の 下 文 に 「多音 ハ
、

點 發 ヲ 用 テ 、 其 音 ヲ 別 ツ
、 是 ヲ 發音 トイ フ 」 とあ る が 如 く 、点 発 を用 い て 、

そ の 字の 「音 」 を 「四 声 の 点 を 附 けて 発 す る 」 こ とで あ る 。 そ の 字 に 「四 声

の 点 を 附 け て 音 を発 す る 」 こ と で あ る 。 そ の 字 に 「四 声の 点を附 け て 読 む べ

き音 を発 す る」 こ と で あ る 。 っ ま り 、
「四 声 の 点 （符 号 。 半 圏 ） をそ の 字 の

四 角 の ど こ か に 附 けて 、 読む べ き音 を発 す る 、 読 む べ き音 に発 音す る、読 む 」

こ と で あ る。 「圏 發 」 と もい うの は 、 圏点 （半圏 0）符号） をそ の 字 の 四 角 の

ど こ か 一
つ に 附 けて 四 声を示 し

、 そ の 音を発 す る、 読 む べ き音 に 発 音す る 、

読む か らで あ る 。
つ ま り 、 四 声 に 応 じ た 意味の 音 に 読む の で あ る 。

　 字 に は

  獨 音 、
つ ま り

一
音 の も の （呉 音 ・ 漢音 ・唐音 とい っ た 日 本漢 字音 の 別 で は

　な い
。 そ れ らが 基 づ い た 中国原 音 をい う。 日本 字音 の 母 胎 音 で あ る 。 現代

　中国語 の ピ ン イ ン で 表記 す れ ば 、

一
っ の 音 し か ない ）。

  多 音 、
っ ま り二 音以 上 の もの （ピ ン イ ン 表 記 で は 二 つ 以 上 の 音 で 示 さ れ

　 る）。

と が あ る。

　  獨 音 に は 點 發を用 い ない
。

一
音 し か な い の で 、 四 声 を区 別 す る必 要 が な

い し 、 当然の こ と な が ら意味 の 違 い に よ る 音 の 別 は な い の で あ る．
一

方 、  

多音 は 二 音 以 上 あ っ て
、 點 發 を用 い る 。

「本 音」 （主 要 な音 、 基 本 の 音 、 或

い は 本 来 の 音） とそれ 以 外 の 「旁 出音 」 （副 次的 な音） とか ら成 る 。 本 音は

點 發 しな い が 、 旁 出 音は 點 發 を用 い る 。 四 声 異 な る と四 声同 じき とが あ る 。

そ して 、 本 音 は 主 要な音 、 基本 の 音 で あ る か ら 、 常 に 出 て く る 、 使 われ る音
で あ っ て 、 そ の 漢字 の 常 用 音 で あ る 。 そ の 音 に応 じ た 特 定 の 意味が あ っ て 、

中国古 典 文 に現 れ る 常 用 字 の 漢字音 で あ る とい っ て よ い 。 従 っ て 、 点発 を使

う必 要 は な い
。 出現 頻度 が 高 い も の は 、 読 め な か っ た り 、 読 み 間違 う恐 れ は

な い の で あ る 。 こ れ に 対 して 旁 出音 は 出 現 頻 度 が 低 く、 読 み 誤 っ た り、 非 常
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用 の 漢字音で あ っ て 、 通 常の 意味 で は ない の で 、 意味 を 取 り違 え た りす る恐

れ が あ る 。 従 っ て 、 点発 を用 い て そ の こ とを示す 音注 が 必 要 に な る 。

　 「發音 法 」 に 列 挙 され た 例は 、 好悪 ・ 知 識 ・飲食 ・衣 冠 で あ る 。

以 上 の 八 字 四語 （更 に 分 解すれ ば 、 八 字八 語 に な る）は 、 意味 の 違い に よ っ

て 声 調 （四声 ） が 異な る も の で あ る 。 目本 字音で は 、 入 声 を除 い て は 区 別 し

得 な い もの で あ る 。

II　． 次に 、 以 上 とは異 な っ て 、 同
一

声調で あ りなが ら二 音 の 別 の あ る字が 存

す る 。

　 1 で 説 明 し た観 点か らす る と 、

一
字 二 音 で あ っ て も 、 四 声 同

一
の 時に は 声

調 の 符 号 を附 け て 区別 で き な い の で 、 附 け る 意味がな い
、 附 け られ な い こ と

に な る 。 だ が 実際 に は 四 声 同
一

で あ っ て も、點 發 （圏發 ）す るの で あ る 。 『倭

讀要領 』は 、 そ れ は 四声 が 異 な ら ない
、 同 じ で は あ る が 、

二 音 で あ る 以 上 必

ず 本音 と旁 出音 との 別 は あ る の で あ っ て 、 旁出音の 場 合に は通 常の 意味 で は

ない こ と を知 らせ る 為で あ る と説 明す る 。 以 下 が そ の 例 で あ る 。

　著 見 ：音現 （去声 霰 韻 匣母 ） → 點 發 す る。 呉音 ゲ ン
、 漢音ケ ン 。 現 代 中国

　　　　言吾音 xi きn
。

　見 聞 ： （去 声霰 韻 見母 ） 呉音 ・漢音 共 に ケ ン 。 現 代中国語 音 jtan。

　歓 楽 ：音 洛 （入 声 鐸 韻来母 ） → 點 發 す る 。 現代 中国語 音 lb。

　音 楽 ： （入 声 覚韻疑 母 ）現代 中国 語音 yub 。

皿 ， 経 史の 注 に 音釈 、 即 ち音 注 を附 け る の は 、 多 く難 字 に 対 して で あ る 。 そ

の 音注 に は   反切 ・
  直音 ・  四 聲 （声 調 注）・  如 字の 四 種 が あ る 。

　  反 切 ： 見 ・ 賢遍 反 。 現 代 中国 語 音 xitin 。

　  直音 ： 樂 ・音洛 。 現 代 中国語 音 lb。

　  四聲 ：重 ・平 聲 。 現代 中国語 音 ch6ng 。 ；濟 ・ 上 聲 。 現代 中国語 音 jl。 ；

　　　　　易 ・去 聲。 現 代 中国語 音yi 。 ；度 ・入 聲 。 現 代 中国 語 音du6。 （こ

　 　 　 　 　の
一

つ に 紐 四 声 法 もあ る）。

　　上 記 1 の 發 ＝ 點 發 ＝ 圏 發 は 声 点 の 符 号 で あ る が 、こ れ は は っ き り と 「重 、

　　　　　平聲 」 「濟 、 上聲」 な ど と漢字 で 注記 して い る もの で あ る 。

　  如 字 ： （旁 出音 に 読 ま ず ） 本 音 に 読 む 。 誤 解 す る 恐れ の な い 時 は注 しな

　 　 　 　 　 い
。
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「如 字 ハ
、 字 ノ 如 シ トイ フ コ トナ リ 。 多音 ノ 字 ヲ 、 旁 出 ノ音 二 讀

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

マ ズ 、 本 音 ノ マ マ ニ 讀ム トキ 、 如 字 ト註 ス ル ナ リ」 と い う。

　 　 　 　 　 （
「
）

難宇に 附 け る 。

　難字 に は 反切 ・ 直 音 を用 い て そ の 音 をは っ き り と示 す 。 従 っ て 、 声調 の 別

を示 す点発 で は 、 そ の 音全体 （そ の 字の 音 節全 体 或 い は 、声 調 を 除い た 声母 ・

韻母 ） が 分か ら な い し 、 そ の 難 字が
一

音 し か 持 た ない 場 合 に は 、 音 の 区別 を

す る必 要 も意味 もな い の で あ る 。 そ の 音が 分 か りさえす れ ば よ い の で あ る か

ら 、 直接的 に は 意 味 は 問 題 に しな い の で あ り 、 意 味 の 区別 を す る の で は な い 。

一
音 で あ れ ば 区 別 す る 必 要 は な い し 、 で き も し ない

。

　
一

方 、 難字で は な く易字で あ っ て も 、 多音字 に は 音注 を附 け る

　   反 切 ・   直音 ・  四 聲 を 使 っ て 旁 出音 で あ る こ とを 示 す 。

旁 出音 で あ るか ら 、 本 音 に 読 ま な い の で
、   如 字は 使わ ない

。

　本音 に 読む 時は 如字 と注す る が 、

一
々 如 字 とい うの は煩 わ しい こ とな の で 、

意 味 の 敢 り違 い の 恐 れ が な い 限 り 、 如 字 とは 注 しな い
。

こ の 場合 、 必ず し も

如 字 とい わ な くて も よ い が 、 ひ ょ っ と して 意味 を取 り間違 え る恐 れ が あ る 、

そ れ が 懸 念 され る とい うの で 、 特 に如 字 と 注 して 意識 的 に 意味 の 区別 をす る

こ とに な る の で あ る 。 多音字 に 対 し て 何 も音 注 を附け な け れ ば 、 通 常の 音 に

読 み 、 通 常 の 意味 に 取 る こ とは 自明で あ る か ら で あ る 。

　春臺 は最 後 に こ の 「發 音法 」 を ま とめ て 、

　　中国古典 の 読解 に は 、 音釋 （つ ま り音 注 ） に 依 っ て 読 む 。 音釋 が ない 時

　　に は 點 發 に依 る 。

と い う。

二 　 『文 選 音決 』 の 諸例 の 検証

　以 下 、
「發音法」 に 挙 例 され た 字に つ い て 、『音 決』の 諸例 を 見 て ゆ く 。 『文

選 集 注』 の 諸注 は 必 要 な 注の 必 要 な箇所 の み を 引用す る 。 ま た原 文 の ま ま と

し 、 胡 刻本 な ど の 他 本 と校 合 は しな い
。 取 り上 げ る の は 、 「一 　は じ め に 」

の 1 で 挙 げた 「好 悪 ・知 識 ・飲食 ・衣 冠 1 を構 成 する 八 字の み と し 、 H ・ 皿

の 箇所 の 諸字 は 今回 取 り上 げない 。 ま た 、 そ の 例 も各 一 例 しか 挙げ ない
。 全

て 時 間 の 都 合 に よ る 。 『音決 』 に 例 が な い もの に っ い て は 、 『經 典釋 文』の

例 を潘重 規 主 編 『經 典釋 文韻編』 に 依 っ て 参照 され た い
。 参考の た めに 『廣

韻』 （『大宋重修廣韻』 の 略 称 。 『張 氏 澤 存堂本 廣韻』 に 依 っ た 周 祖 謨の 『廣
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韻校本』 を使 用 す る 。 周 氏 の 校定結果 を引用 す る が 、 同氏 の 『廣韻校勘記 』

の 注 記 な どは
一

々 指 摘 し ない ） を引用 す る 。

  好 ； コ ウ （カ ウ）、 上 声 、 htio、 「好 ハ 上 聲 、
ヨ シ ト訓 ズ 」。 本 音 で あ っ て

　 点発 しな い 。

・『廣韻』上 声晧 韻 呼 晧切。
「好 、 善也 。 美也 、 呼晧 切 。 又 呼 号切 。

二 」 （よ

　い
。 うつ く し い 。 「又 呼 号 切 」 は   の 去 声号韻 「呼到 切 」 に相 当す る）。

『音決 』に は被 注字 の 例 が な い
。 た だ 、

　  一 1 正 文 「吾 令鴆 為媒 兮 、 鴆 告 余 以 不 好 」 （吾 鴆 を して 媒 を 為 さ しむ る

　　　　　に 、 鴆余に 告 ぐる に 好 か ら ざる を以 て す）

　　　　音 決 「好如 字 」 （63 ・39 。 『文選 集 注 』第 六 十 三 巻第 三 十 九 葉

　　　　　裏 の 意 。
「オ 」 は 表 の 意 。 以 下 同 じ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 した　 　 　 　 　 　 した が 　 　 　 　 ひ さ

　  
一 2 正 文 「容態好 比 、 順 彌代 些 」 （容態 は 好 く比 し く 、 順 ひ て 彌 し く

　 　 　 　 　 し て 代 は る ）

　　　　音 決 「好 如字 」 （66 ・ 17 オ ）

の よ うに 、
「如字」 の 例 が あ る 。

こ れ らの 「好 如字」は 『廣韻』の こ の 上 声

晧韻 呼 晧 切 の 音 （htio）　に 当 り、 第 一 例 で は 正 文 は 「よ い 」 の 意 味 で あ る 。

第 二 例 も同 じ く　「よ い 」 の 意味で あ っ て 、 王 逸 注 に 「姿態好 美 、 自相親 比 」

と あ る よ うに 、
「（娘 達 は ）姿形 も 美 しい 」 こ と を い う。 ま た 、 『音 決 』 で は

反 切 や 直音な どの 音注 字に も使 わ れ て い な い
。

  好 ： コ ウ （カ ウ）、 去 声 、
hao

、
「好 ノ 字去 聲 ハ

、
コ ノ ム ト訓 ジ

、
ヨ ミス ト

　訓 ジ 、 ヨ シ ミ ト訓 ズ 」。 旁 出音 で あ っ て 点発 す る 。

・『廣韻 』 去声 号韻呼 到 切 。
「好 、 愛 好 。 亦 璧 孔 也 。 見 周禮 。 又 姓。 出纂 文。

　又 呼 老 切 」 （こ の む
。

玉 の あ な 。 姓 。
「又 呼 老 切 」 は   の 上 声 晧 韻 「呼 晧

　切」 に相当す る）。

陸 士 衡 「答賈 長淵詩」 （48 上 ・16 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あ　　　　こ の 　　　　　　　　　　　　　　　　　　み が

　正 文 「民之 胥好 、 狷狂 属 聖 」 （民 の 胥ひ 好 む 、 狷狂 も聖 を属 く）

　李 善 日 、 爾 雅 日 、 胥 、 相 也 。 相 戒勗 以 好所 尚也 。 論語 、 子 日 、 不 得 中行 而

　　與 之 、 必 也狂 狷 乎 。 狂 者進 取 、 狷者有 所 不 為。 尚 書 日 、 惟 聖 罔念作狂 、

　　惟 狂克念作聖 。 説文 日 、 属 、 磨石 也 。 言 人之 自勗 、 若 金 之受属 也 。

　音決 、 好 音耗 。 狷音 絹 。

　張銑 日 、 狷狂之 心 、 属以 作聖 、 不 善人也 。 言謐 之相 好 、 贈我以 言相戒 、 使

　　我 狷狂 之心属 以 作 聖 人 之 道 也 。

「音決 」 の 「好 音耗 」 は 去 声 （現 代 中国 語 音 は hb 。） に 読み 、
「こ の む 」 と
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い う動詞 の 意味で あ る 。 上 声 （現 代 中国語音は htio） に 読み 、
「よ い 」 とい

う形 容 詞 の 意味 で は な い 。 従 っ て 、 こ こ は 「賈謐 が 私 （陸機 ） の こ と を愛 し

大 切 に し て は 戒 め の 言 葉 を贈 っ て 下 さ り 、 そ の お 蔭 で 中庸を 得 な い 狷 狂 の 私

で も聖 人 とな り う る よ う心 を磨 くの で あ る」 と解 釈 す る。 集注 本 に 引 く諸 注

を参照 すれ ば 、 他 の 解 釈 も可 能 で あ る が
、 今上 記の 如 く解す る 。

  惡 ： ア 久 入 声 、 b、
「惡 ハ 入 聲 、ア シ ト訓 ズ 」。 本 音 で あ っ て 点発 し ない

。

・『廣 韻 』入 声鐸 韻烏 各 切 。
「惡 、 不 善也 。 説 文 日 、 過也 。 烏 各切 。 又 烏故

　切 。 四」 （よ くな い
。

「又 烏 故切」 は   の 去 声暮韻 「烏路 切」 に 相当す る）。

『音 決 』 に は 被 注 字 の 例 が な い
。 た だ 、 「泱 、 悪 朗反 」 （68 ・4 オ ） の よ

　 うに 、 反 切上 字 と し て 用 い られ て い る例 が
一

個 あ る の は 、 惡 を こ の 「入 声

　 鐸韻 烏各 切」 に 読む もの で あ る 。

  悪 ： オ （ヲ ）、 去 声 、 wti
、

「悪 ノ 字去 聲 ハ
、

ニ ク ム ト訓 ズ
。 平 聲 ハ

、 烏 ノ

　字 ト通 用 シ テ 、 イ ヅ ク ン ゾ ト訓 ズ 」。 旁 出音で あ っ て 点発 す る 。

・『廣韻』 去 声暮韻 烏 路切 。
「惡 、 憎惡也 。 又 烏各 切 ］ （に くむ 。

「又 烏各 切」

　 は   の 入 声鐸 韻 「烏 各切 」 で あ る）。

鮑 明 遠 「樂府 八 首、 東 門 行 」 （56 ・ 11 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 に く　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 わ か

　正 文 「傷禽惡弦 驚 、 倦客惡離聲」 （傷禽は 弦 の 驚 か す を惡 み 、 倦客は 離 れ
　 　 　 　 　 に く

　　 の 聲 を惡 む ）

　李 善 日 、 戰 國策 、 魏加 對 春 申君 日 、 臣 少 之 時好 射 、願 以 射 譬 、 可 乎。 春 申

　　君 日 、 可 。 異 日者 、 更 贏 與魏 王 處臺 ？ 下 。 更 贏謂魏 王 日 、 臣 能盧發 而 下

　　鳥 。 魏 王 日 、 然 則 射 可 至 此乎 。 更 贏 日 可 。 有 鴻 鴈從東方來 、 更贏 以 虚 弓

　　發 而 下 之
。

王 日 、 射之精 可至 此 乎 。 更 贏 日 、 此 華也 。
王 日 、 先生 何 以 知

　　之 。 對 日 、 其飛 徐 者創 、 其 創 痛也 。 悲鳴 者 、 久 失 羣也 。 故創未息而 驚心

　　未去 也 。 聞 弦 音 引 而 高飛 、 故創怯 。 今 臨 武君 嘗為秦華 、 不 可 拒 秦 之 將也 。

　音決 、 惡 、 烏故 反 。 F 同 。

　劉良日 、 禽傷 於 弓 、 惡 於 聞弦 。 客倦 於別 、 惡 於 聞離也 。

　陸 善經 日 、 喩 離 人易感 也 。

「音 決 」 の 「悪 、 烏故反 」 は 去 声 （現代中 国語音 は wti） で 、 日本 漢字 音 （呉

音 ・漢音共 に ） は 「オ （ヲ ）」 （佐 藤進 ・濱 口 富 士 雄 編 『全 訳 漢 辞海 』 三 省

堂 、 二 〇 〇 〇 年 に 依 る ） に読 み 、 「に くむ 。 き ら う」 とい う動 詞 の 意味 で あ

る 。 入 声 （現代 中 国語 音 は b） で
、 日本 漢字 音 は 「ア ク」 に 読 み 、

「わ る い 」

とい う形 容 詞 の 意味で は ない
。 従 っ て 、 こ こ は 「傷つ い た 烏 は 弓弦 が 鳴 っ て

驚か され るの をに くみ 、 旅 に 飽 い た 者 は別 離 の 歌 を聞 くの をき ら う」 と解釈
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す る。

　 「音決 」 の 「下 同」 は 、 上 句 「傷禽惡弦 驚」 の 「惡」 の み な らず 、 下句 「倦

客惡離聲 」 の 厂惡 」 も 同 音 に 読 み 、
「に くむ 。 き ら う」 の 意 味 で あ る こ と を

示 す 。

・『廣韻』平 声模 韻哀 都切 。
「惡 、 安也」 （い ず くん ぞ）。

司 馬 長 卿 「難蜀父 老 」 （88 ・65 オ ）

　正 文 「百姓雖勞 、 又 惡 可 以 已 乎 哉 」 （百姓 勞す と雖 も 、 又 た 惡 くん ぞ 以 て

　 　 已 む べ け ん や ）

　鈔 日 、 已 、
止 也 。

　音決 、 悪、 音烏 。

　 呂延 済 日 、 惡 、 何 也 。

「音決 」 の 「惡 、 音 烏」 は 平 声 （現 代中国 語 音は wU ）で 、 日本 漢字 音 は 「ウ ・

オ （ヲ ）」 （呉音）、 「オ （ヲ）」 （漢音） に 読み （『全訳 漢辞 海 』 に 依 る 。 こ れ

に 従 え ば 、 日本字 音 で は 呉音 「ウ」 に 読 ん だ 時 の み 、 去 声 「に くむ 」 と音 義

の 区別 が つ く こ と に な る）、
「い ず くん ぞ 」 とい う、 反 語 を表 す 副詞 の 意味

で あ る 。 入 声 で も去 声 で も ない
。 従 っ て 、 こ こ は 「民 衆 が 骨 折 り苦 労す る と

し て も 、 ど うして 途 中で や め る こ とが で き よ うか 、 で きな い 」 と解 釈す る 。

  知 ： チ 、 平声 、 zh1 、 「知 ハ 平聲 、 シ ル ト訓 ズ」。 本音で あ っ て 点発 し な い 。

・『廣韻』平 声 支韻 陟離 切。 「知 、 覺 也 。 欲也 。 陟 離 切 。 六 」 （さ と る 。 欲 ）。

『音 決』に は 被注字の 例 が ない 。 た だ 、
「屯 、 知 倫反」 （98 ・148 ）・「綴 、

知 劣反 」 （59 上 ・ 5 ． 94 中 ・8 ）・「輟 、 知 劣 反 」 （94 中 ・ 5 ） ・「樋 、

知 革反 」 （62 ・16 オ〉・「綴 、 知歳反 」（59 下 ・36 オ ）・ 「鱧 、 知連反」（8 ・

23 ） の よ うに 、 反 切 上 字 と して 用 い られ た り 、
「驪 、 力知 反 」 （9 ・8 オ ．

66 ・31 オ ． 68 ・17 オ ， 73 下
・2 オ）・「蠕 、丑知反 」 （8 ・12 ）・鵬 、

勅知 反 」 （56 ・39 オ ）・「擒 、 丑知 反 」 （113 上 ・ 5 オ ）・「踟 、 直知 反」

（61 上 ・29 オ ） ・ 「馳 、 直 知反 」 （68 ・21 オ）・「旄 、 直知反 」 （68 ・

36 オ ） の よ うに 、 反 切 下字 と し て 用 い られ た りす る こ と は あ る 。 こ の 時 の

音が こ れ で あ る 。

  知 ： チ 、 去 声 、 zhi 、
「知 ノ 字 去聲 ハ

、 智 ノ 字 ト同 ジ 。 智慧ナ リ」。 旁出音

　 で あ っ て 点 発 す る 。

・『廣 韻 』 去 声 箕 韻 知義 切 。
「智 、 知 也

。
又 姓 。 晉 有智伯 。 知義切 。

三 」 （智

　慧 。 姓 ）。

『音決 』に は 被 注字 の 例 が な い 。
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  識 ： シ ョ ク 、 入 声 、 shf 、
「シ ル ト訓 ズ 」。 本音 で あ っ て 点 発 し な い 。

・『廣韻 』 入 声職 韻賞職 切 。
「説文 云 、 常 也 。

一
日 、 知 也 。 賞職 切 。 十」 （し

　 る）。

『音決 』 に は 被 注 字 の 例 が ない
。 た だ 、

「飾 音識」 （8 ・ 3 ） の よ うに 、 直音

の 音注字 と して 用い られ るの は 、 こ の 音で あ る 。

  識 ： シ
、 去 声 、 zhl 、 職 ノ 字去 聲 ハ

、 誌 ト同 ジ 。 記憶記録 ノ 義 ナ リ。 シ

　ル ス ト訓 ズ 」。 旁 出音 で あ っ て 点 発 す る 。

・
『廣韻』 去 声志韻職 吏切 。

「標識 。 見禮 。 本音式」 （し る し 。
「本音式」 は

　  の 入声 職 韻 「賞職 切 」 に 相 当す る）。

『音決 』 に は 被注字の 例 が な い 。

  飲 ： イ ン （イ ム ）、上 声 、yln 、
「飲 ハ 上 聲 、 ノ ム ト訓 ズ

。 又 ノ ミモ ノ ナ リ」。

　本 音 で あ っ て 点発 しな い
。

・『廣 韻 』上 声 寝韻 於 錦切 。
「敵 、 説文 日 、 歡也 。 於 錦 切 。 三 。 飲 、 上 同」 （の

　 む）。

・『集 韻 』 上 声 寝韻 於 錦 切 。
「猷 、 飲 ・ ・ …　　 、 説 文 、 歡 也 。 或从

　食 。

・ ・ …　　 」 （の む ）。

・ 丁 聲 樹 編録 ・李 榮 參 訂 『古今 字 音對 照 手 册 』 （
一

九 七 六 年 、 香港 太 平 書局

　出版 の 影 印本 ）は 「飲酒 」 と注す る 。

『音決』に は 被 注字 の 例 が な い
。 ま た 、 音注 字 と して も用 い られ て い な い 。

  飲 ：イ ン （イ ム ）、 去 声 、 yin 、
　 f飲 ノ 字去 聲 ハ 、 ノ マ シ ム ト訓 ズ 」。 旁 出

　音 で あ っ て 点 発す る 。

・『廣韻』 去 声沁 韻於禁切 。
「又 於 錦 切」 （の ませ る）。

『廣韻』 に は 義 注 が な い
。 『集 韻 』 を 見 る と、 『集韻』 去 声 沁 韻 於 禁 切 下 に

「飲 、 歡 也 ．

一
日 、 度 聲 日飲 。 」 とい い

、
こ れ だ けで は 上 声 の 場合 と同 じ訓

で 、
「ノ マ シ ム 」 の 意味 か ど うか は は っ き り し な い 。 『古 今 字 音 對 照 手 册 』

は 「飲 馬 」 と注 す る 。 馬 に水 を飲 ませ る の 意 味 で あ る 。

江 文 通 「雜 體 詩 三 十首 、 劉太 尉 傷亂 、 現 」 （62 ・5 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 み つ か

　正 文 「飲馬 出城 豪 、 北 望 沙 漠 路 」 （馬 に 飲 ひ て 城 豪 を 出 で 、 北 の か た 沙

　　漠 の 路 を望 む ）

　李 善 日 、 古 有飲馬 長城窟行 。 盧 謳 贈 崔温 詩 日 、 北 眺 沙 漠 垂 、 南 望舊 京 路。

　鈔 日 、 謂 在并州 城 地 中飲馬 、 而 欲 北征 凶奴 。現 今 傷 晉乱 離 、亦欲 平 定 天 下 、

　　四 征不 庭也 。
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　音決 、 飲 、 於禁反 。 濠音 豪 。 漠音 莫 。

　呂延 済 日 、 濠 、 城地 、 沙漠 、 北 方也 ．

　陸 善經 日 、 時現 為并州 刺 史 、 并州 北臨 沙漠 。 濠 、 塹也 。

　今案 諸 家 本豪為濠 。

「音決」 の 「飲 、 於禁反 」 は去 声で 、 訓読語 と して は 「み つ か ふ 」 とい い
、

「馬 に 水 を飲 ま せ る 」 と い う意味 で あ る 。 現代 中国語 音 で は yln に 読み 、 や

は り 「飲馬 1 （馬 に 水 を飲 ませ る ） と か
、

「飲牲 口 」 （家畜 に 水 を飲 ま せ る ）

と か い う。 通 常 の 上 声 （現 代 中 国 語 音 で は yln ） に 読 み 、 「人 が 水 や 酒 を飲

む 」 とい う意 味 で は な い 。 従 っ て 、 こ こ は 「馬 に 水 を や っ て 并州 の 町 を 立 ち

出 で 、 北方 の 凶奴 の 砂 漠 の 地 を見や る」 と解釈す る 。

  食 ： シ ョ ク 、 入 声 、
shi

、
「食 ハ 入 聲 、 ク ラ フ ト訓 ズ

。 又 ク ヒ モ ノナ リ」。

　本 音で あ っ て 点発 しない
。

・『廣韻』入 声職 韻乗力 切 。
「食 、飲食。 大 戴 禮 日 、 食 穀 者智 惠而巧 。 古史考

　 日 、 古者茹 毛 飲血 、 燧 人 鑽 火 、 而 人 始 裹肉 而 燔 之 日 炮 。 及 神 農 時 、 人 方食

　穀 、 加 米 于燒石 之 上 而 食之 。 及 黄帝 、 始 有釜 甑 、 火 食之道 成 矣。 又 戲名 。

　博屬 。 又 用也 。 僞 也 。 又 姓 。 風 俗 通 云 、 漢有博 士 食子 公 、河 内人 。 乗力切 。

　 二 」 （く う。 ば くち ・ す ご ろ く 。 もち い る 。
い つ わ る 。 姓 ）。

『音決 』 に は 被 注 字の 例 が な い 。 た だ 、
「楯 、 食准反 」 （9 ・50 オ）・「樹 、

食注 反 」 （9 ・52 ）の よ うに 、反 切 上 字 と して 用 い られ た り、 「植 音食」 （9 ・

26 オ． 62 ・33 ） 「蝕音食1 （62 ・3 オ） 「殖音食」 （68 ・ 31 オ ） の よ

うに 、 直 音 の 音注 字 と し て も用 い られ て い る の は 、 こ の 音 で あ る 。

  食 ： シ
、 去声 、

si
、

「食 ノ 字去 聲 ハ
、 ク ラ ハ シ ム ト訓 ジ 、ヤ シ ナ フ ト訓 ズ

。

　 又 飯 ナ リ。 イ ヒ ト訓 ズ 」。 旁 出 音で あ っ て 点発 す る 。

・『廣 韻』去 声志 韻祥 吏切 。
「飢 、 食 也 。 飼 、 上 同」 （くわ せ る 。 か う）。

『音決 』に は 被注 字の 例 が な い
。

  衣 ： イ 、 平声 、 yl 、 「衣 ハ 平聲 、 コ ロ モ ナ リ。 キモ ノ ナ リ」。 本 音 で あ っ

　 て 点発 しな い
。

・ 『廣韻』平声微 韻於希 切 。
「衣 、

上 日 衣 、 下 日裳 。 世本 日 、 胡 曹作 衣 。 白虎

　通 云 、 衣 者隱也 。 裳 者障也 。 所 以隱 形 自障蔽也 。 又 姓 。 出姓 苑」 （上半 身

　 の こ ろ も。 姓 ）。

『音 決』 に は 被 注 字 の 例 が な い 。 た だ 、 「碕 、 巨衣 反 」 （9 ・ 42 ）・「崎 、

巨衣 反 」 （9 ・ 51 オ ）・「圻 、 巨衣 反 」 （56 ・14 オ ）・「幾 、 巨 衣反 」 （8
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8 ・36 オ ） の よ うに 、 反 切 下 字に 用 い られ る の は 、
こ の 音で あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 キ

  衣 ： イ 、 去声 、 yi 、

「衣 ノ 字去 聲 ハ 、 キ ル ト訓 ズ
。 衣 ヲ 著 ル ナ リ」。 旁 出

　 音 で あ っ て 点 発 す る 。

・ 『廣韻』 去声 未 韻於 既切 。
「衣 、 衣 著。 於 既 切 。 又 音 依 。

一
」 （き る 。

「又

　音依」 は   の 平 声微 韻 「於 希切 」 に 相 当す る）。

鮑明遠 「樂府 八 首 、 東 門行 」 （56 ・12 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か つ

　正 文 「食梅 常 苦 酸 、 衣葛 常 苦寒 」 （梅 を食 らひ て は 常 に 酸 きに 苦 しみ 、 葛
　 　 　 き

　　を衣 て は 常 に 寒 きに 苦 し む）

　李善 日 、 淮 南子 日 、 百梅 足 以 為百 人 酸 。 毛 詩 日 、 締兮 紜兮 、 凄其以 風 。 毛

　　 萇 日 、 凄 、 寒 風 也 。

　音決 、 梅 、 莫 杯 反 。 衣 、 於既 反 。

「音決 」 の 「衣 、 於既 反 」 は 去 声 （現代 中国 語 音は yl ） に 読 み 、
「着物 を着

る」 と い う動詞 の 意味 で あ る 。 通 常は 平声 （現 代 中国語音 は y1 ）に読 み 、
「着

物 」とい う名 詞 の 意 味 で 使 われ る こ とが 多 い
。 しか し、こ こ は そ れ で は な く、

「葛 」 と い う名 詞 の 目的 語 を 持つ か ら、 「着 る 」 とい う意 味 の 動詞 で あ る こ

と を示 す た め に 、 こ の 音 注 を 附 け た の で あ る。 従 っ て 、 こ こ は 「旅 人 は 梅 の

実 を 食 べ て は そ の 酸 っ ぱ さ に い っ も苦 しみ 、 葛 の 夏服 を 着て は 秋 風 の 寒 さに

常 に 苦 し む 」 と解 釈 す る 。

  冠 ： カ ン （ク ワ ン ）、 平声 、 guan 、
「平 聲 、 カ ム リナ リ」。 本 音 で あ っ て

　点 発 しな い
。

・『廣韻』平 声桓 韻古丸切 。
「冠 、 首飾 。 説 文 日、 豢也 。 所 以 豢髪 。 弁 冕之 名

　也。 亦 姓 。 風 俗 通 云 、 古 賢者鶻 冠 子 之 後 。 又 音灌 」 （頭 に か ぶ る 冠 。 姓 。

　 「又 音 灌」 は   の 去 声換 韻 「古玩 切 」 に 相 当す る）。

『音決』 に は被 注 字 の 例 が な い 。 ま た 、 音注字 と して も用 い られ て い な い
。

  冠 1カ ン （ク ワ ン ）、 去 声 、 guan 、 「冠 ノ 字 去 聲 ハ 、 カ ム リス ト訓 ズ
。 冠

　 ヲ 著 ル ナ リ」。 旁 出音 で あ っ て 点 発 す る 。

・『廣韻 』去 声換韻古玩 切 。
「冠 束 。 白虎 通 日 、 男 子 幼娶 、 必 冠 。 女子 幼嫁 、

　必 笄 。 又 姓 。 列 仙 傳 有仙 人 冠 先 。 又 音官 」 （冠 を か ぶ る 。 姓 。
「又 音 官 」

　は   の 平 声 桓 韻 「古丸切 」 に 相 当す る）。

左 太 沖 「蜀都賦 」 （8 ・ 27 ）

　正 文 「輿輦 雜 沓 、 冠 帶 混 并」 （輿輦雑 沓 し、 冠 帶混并 す）

　李善 日 、 蔡 雍 月 令章句 日 、 冠 、 首飾也 。 帶 、 大帶 。 所 以 東身也 。 方 言 日 、

　 　 混 、 同 也 。
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　音決 、 輿音余 。 冠 、 古翫 反 。 混 、 胡 本 反 。

　李周 翰 日 、 雜 沓 、 衆多皃 。 混并 、 雜乱 皃 。

「音決 」 の 「冠 、 古翫 反 」 は 去 声 （現代中国語 音 はgubn ）に 読み 、 「か ん む

りを着 け る 、か ぶ る」 とい う動詞 の 意 味で あ る 。 李善注 か らす る と 、
「冠 帶 」

は 「か ん む りや 大 帯 」 とい う名 詞 に 見 え る が 、 そ うで は な く 、
「か ん む り を

か ぶ り 、 大 帯 を締 め る 」 の 意味 で あ る 。 た だ 、
「冠 帶 」 は 述語 「混 并 」 の 主

語 で あ る か ら、 結 局 「か ん む りを着 け 、 大帯 を締 め た 人 た ち 」 とい う名 詞 に

訳 す る こ とに は な る 。 単純 に 「か ん む り」 や 「大帯 」 そ の もの を指 して い る

の で は な い 。 以 上 よ り、 こ こ は 「車馬 は た く さん 集ま っ て 混 み 合 い
、 か ん む

りを着 け、 大 帯 を締め た人 た ち は ご ち ゃ ごち ゃ と混 み 合 っ て い る」 と解釈 す

る u

三 　 お わ りに

　以 上 『倭讀要 領』の 「發音法」 に 依 りな が ら 、 『文 選 音 決』の 音 注 を 見 て

み た 。 確 か に 『音決 』で は 、 常用 の 易 しい 字 で あ っ て も、 正 文の 二 音二 義以

上 を持 つ 字 に 対 し て 音 注 を附 け 、 そ の 音 に 読 み 、 そ の 音 に 結 び 付 い た 字 義 に

解釈せ よ と い っ て い る の だ とい うこ とが 分 か る 。 た だ 、 そ れ は 旁 出音 の 場合

の み で あ っ て 、 通 常 の 音で は 「如字 」 以 外 に音 注が な い こ と も分 か る 。

　 そ もそ も音 注 を附 け る とい うの は 、 正 文 に 出て くる 難字 、 即 ち 画 数 が 多 く

て 複 雑 な 字、 画 数 が 少 な くて も他 の 字 と 形 ・音 ・義が 似て 区別 しに く く混 同

し易 い 字 、 滅 多に 出て こ な い 隠僻 な 宇 （僻字 ） とい っ た よ うな場 合 は 、 そ の

正 文 を読誦す る に 際 し て
、 そ の 字の 音を知 らない 訳 に ゆか な い か ら 、 純 粋 に

そ の 字 の 音 を 示 す だ け の 音注 で あ る と考 え て よ い 。 尤 も 『世 説 音釋』 に 見 ら

れ る 「己 音 四 j の よ うな 音 注 の 場 合 、 被注 字 「己 」 の 画 数 は 少 な くて も他 の

似 た 字 で あ る 「己 j 「已 」 で は な く 、 字形 こ そ 「己 （お の れ 、 コ ・キ ）」 で

は あ る が 、 実 は 「巳 （み 、 シ ）」 で あ る こ と を示 し て い る の で あ る 。 こ れ ら

三 字を峻 別 す る 今 の 我 々 とは 違 っ て 、 こ れ らの 三 字を 同 じ字 形 で 表記 す る と

い う古人 の 字形 に 対 す る習慣 や鷹揚 さが 、
こ の 場 合却 っ て 仇 し て 正 文 を字形

通 り に 「己 」、 或 い は ま た 「已 」 と読 ま な い よ うに 、 音 義 異 な る 「巳 」 で あ

っ て 、 そ の つ も りで 解 釈せ よ とい うこ とを示 す の で あ る 。 そ うす る と、 こ れ

は 常用 字 で あ る が 、
「巳 」 字で あ る と指定 して 、 そ の 音 義 に 取 る とい うこ と

に な り 、 た だ音を 示 す だ け の 純粋な 音注 で は な い こ とに な る。

　 以 上 の よ うな音を示 すだ け で 、 意義の 区別 を しな い 純 粋 な 音 注に 対 して 、
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拙 稿 で 取 り上 げた の は 、 常用 字 で あ りな が ら も 、
二 音二 義 以 上 を持 つ 正 文 の

字 に 附 けた 音注 で あ る。 これ は 特 定 の 音 とそ の 音 に読 ん だ時 の 特 定 の 字義 と

を示す 音 注で あ っ て 、 正 に 「音義」 なの で あ る。 た だ 、 四 声の 内 、 入 声 の 音

を除 い て は 日本漢字音で は 発 音上 区別 が つ か ない が
、 漢籍 の 本 文 に 四 声 の 点

で あ る 「声 点」 を附 けれ ば 、 視覚上 区別 が つ く とい うもの で あ る。 尤 も同
一

声 調 で あ っ て も 、 少 な くと も声母 或 い は 韻母 の どち らか が異なれ ば 、 日本 漢

字 音 で も区 別 は 付 く 。

　 こ う し て
、 『音決』 の 音 注 が 字 義 を も示 す 、 正 文解釈 上 有 用 な注釈書で あ

り 、 『文 選 集 注』 に 引か れ た 李 善 注 ・鈔 ・五 臣 注 ・陸善経注 と比 較対照す る

こ と に よ っ て 、 『音 決 』 の 義 注 と し て の 価値 を認 識 で き る もの と思 う。 そ れ

ら諸 注 と同
一

の 解釈 で あ り 、 そ れ らの 注 を 更 に 補足 ・補強 し た り、 『音 決 』

独 自の 解 釈 で あ っ て 、 相補 っ た り とい うこ と も考 え られ よ う。

　た だ
、 拙 稿 で は 取 り上 げ た 例 が 少 な く 、 『倭 讀 要領 』 に 挙 げ られ た 字で 、

『音決 』 に 実例 の な い もの に っ い て は 、 例 え ば 『經典 釋 文』や 『漢書 音義 』

『
一

切經 音 義』等 で 挙 例 して 考 え て み る こ と が 必 要 で あ る。 ま た 、 『倭 讀要

領』 「發 音 法 」 の 上記 し た 、 H ・ IHの 箇所 の 諸 字は 今 回取 り上 げ て い な い
。

こ れ らは 今後 の 課 題 で あ る 。

（注 ）

  拙稿 「『文選 音 決 』 の 「三 」 字 音考」 （「中國 古 典 文 學研 究 」 創刊 号、広 島大学 中国

　 古 典 文 学プ ロ ジ ェ ク ト研 究セ ン ター
、 二 〇 〇 三 年十 二 月） の 本文 及 び注 3

、 4 の 「撥

　音 法」 の 「撥」 字 は 「發」 字の 誤 りで あ る 。 こ こ に訂 正 す る 。

  『文 選 集 注』 の テ キ ス トは 、拙著 『文選 音 決 の 研 究』 （渓水社、平 成十 二 年 二 月 ）

　に 述 べ た の で 、そ れ を参 照 され た い 。 こ こ に い う 「音決亅 とは 、 そ の 『文選 集 注』

　 に 引 く 『文選 音 決 』 を い う。

  こ の よ うな四 声 の 表 示 は 、漢 和辞 典 に 各字 の 下 に 詩 韻 と
一

緒 に 載せ られ て い る こ と

　 が 多い
。

  r文 選 音決 』 の 「如 字」 に つ い て は 、注 2 の 拙 著 （「L 序 論篇 」 36 頁以 下 ） で

　 取 り扱 っ た の で 、参 照 され た い
。

  経書 な どの 音注 と し て は難宇 に 附 け る が 、 『廣韻』 な ど韻書 で は 、辞書 の 性 格 ・
役

　割 と して 全字 に 音注 を 附 け る 。 ま た 、難字 とは何 か 。 本 文 下文 の 「三 　お わ りに 」

　 に 述 べ るの で 参 照 され た い
。
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